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○食のバリアフリーを実現する広島発“凍結含浸法”！

○「広島レモン」の周年出荷実現と新機能解明で県民とレモン関連産業に貢献！

広島の食のブランド化に貢献する

研究開発と技術支援

平成25年度 成果集

平成26年6月

「ハートレモン」
凍結含浸技術

種雄牛「紅勝白」

かき高品質化技術

新酵母「広島もみじ酵母」



はじめに最近ますます，グローバルな情勢が日本の経済，産業に大きな影響を与えてきています。中国，韓国などアジア新興国の技術面でのキャッチアップや低価格を武器とした世界的なシェアの急拡大は，かつて日本のお家芸であった電子機器産業に大きな打撃を与え，また，自動車などの基幹産業においては，新興国の旺盛な需要を取り込むための生産拠点の海外シフトや国産分業体制が進み，製造業の空洞化が懸念されています。また，TPPなどの国際的な経済連携協定は，日本の農業などにも大きな打撃を与える可能性が叫ばれています。このような情勢の中でこそ，日本独自のアイデアや独創的な技術を活かした製品や産物を創り出して，国際的に日本の強みを再認識させるとともに，将来に向けた人類社会への貢献を成し遂げていくことが求められています。それこそが日本の使命であるとも感じています。我々広島県立総合技術研究所でも，公設試験機関として，社会に貢献できる技術の開発と普及を目指して研究開発と技術支援に取り組んでいます。今年度の成果集では，食品及び農水産業での成果を中心に取り上げました。特集として，「食のバリアフリーの実現」として全国からも注目を集めてきている“凍結含浸法”と，広島県ブランド産品の代表である「広島レモン」の商品力アップにつながるいくつかの取組みを取り上げました。また，その他の成果として，研究開発では保健環境，工業，農業，畜産，水産，林業の分野で独自の技術を開発し，まさに成果移転を開始したところです。技術支援では，具体的な製品化や技術供与で，目に見える成果が上がってきています。これらの技術が，今後さらに少しでも多くの県内の企業様や農林水産事業者様の生産性向上や製品開発のきっかけとなり，事業の発展にご活用いただけることを願っています。平成26年6月 広島県立総合技術研究所所長 松 岡 孟
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